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25aE-5 薄型磁性アタッチメントの開発
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１．背景 市場ニーズと開発目標

高齢化社会の到来と 8020 運動の成果（80 歳で健全歯 20 本が残存）に対応して、健全歯を活用
した新治療となる磁石式ブリッジ義歯の開発が期待されている。

従来の磁性アタッチメントは厚みが 2.1mm（吸着力６００ｇｆ）と大きく健全歯への適用は困難
であったため、健全歯のエナメル質の厚み１．２ｍｍ以下を考慮して治療可能な厚みを１ｍｍ以下
と想定し、薄型磁性アタッチメントの開発に着手した。

目標：厚み0.6mmの薄型磁性アタッチメントを開発、吸着力600gf以上、コスト1000円以下
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２．ステンレス磁石について

・2021年にステンレス磁石を発明
非磁性のステンレスを極低温の冷間加工により磁性材料に変えることができた
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３．開発目標 薄型磁性アタッチメントの開発 厚さ1.3⇒0.6㎜

・薄型磁性アタッチメントのサイズは直径4mm、厚さ 0.6mm、 キーパ厚さ 0.4mm
・アイデア：円形構造⇒リング構造に変更

ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ製品

構造

MT900
t=1.3mm

MTS700 Thin type
t=0.6mm

Ring shapeRound shape

Thickness 0.8mm Thickness 0.4mm

Cross section

Horizontal 
section

キーパー

総合厚さ Thickness 2.1 mm Thickness 1.0 mm

2 Laser positions



４．開発アイデア リング形状 磁気回路の並列化

・リング形状で磁気回路の並列化により、吸着力をアップ
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５－１．実験方法

（１）供試材

（２）部品作製工程

部品名

キャップ

蓋

磁石

素材 寸法(mm)

SUS436S 外径：φ4.00、突起部径：φ4.35、内径：φ3.60、厚さ：0.62、中心径：φ1.60

Nd-Fe-B　（N52） 外径：φ3.50、内径：φ1.70、厚さ：0.35

SUS316 外径：φ3.68、内径：φ1.60、厚さ：0.12



５－２．実験方法

（３）薄型アタッチメント作製工程
従来のアタッチメントと同様の組み立て工程

構成部品
３部品



５－３．実験方法

（４）磁力測定
・測定機器：ガウスメーター型番：GM-301

・横方向に0.25ｍｍづつ移動させ磁力を測定

ステージを0.25mmずつ移動



５－４．実験方法

（４）吸着力測定
・測定機器：IMADA ZTS-50N＋電動計測スタンド
・アタッチメント本体とキーパーをそれぞれアクリル棒に接着し、引張荷重の最大値を計測

アクリル
棒

アタッチメント磁石

キーパー

アクリル
棒



４－４．実験方法

（５）検量線
磁力と吸着力の関係を確認し検量線を作成



６．実験結果１ 磁気回路の確認

薄型磁性アタッチメント通常タイプの磁性アタッチメント

従来の磁気回路による磁界分布
・磁性ステンレス：中央部が下に凸
・ステンレス磁石：中央部が上に凸

並列磁気回路により二山の磁界分布
⇒厚み半分でも、吸着力は下がらない
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６．実験結果２ 吸着力の比較

・ステンレス磁石を使った薄型開発品は市販品と比較して 2.5倍の性能
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開発品 SUS磁石フタを使用

完成品

６．実験結果３ 部品削減・工程の簡素化

・レーザー非磁性改質技術

・開発品はSUS磁石をフタに使う事により、部品削減・工程の簡素化を実現
⇒コストを1000円にすることができた

SUS磁石
フタ

Nd磁石

キャップ 非磁性部

レーザー溶接部



７．開発製品の紹介（カタログ）

ステンレス磁石とリング構造を採用で、
吸着力維持して、

①厚みを半減
②工程を簡素化してコストを大幅低減

可撤性ブリッジの新治療が可能になる



８．磁性アタッチメントの技術進歩

・体積当たりの吸着力アップ

2.5倍性能アップ
・ステンレス磁石

・非磁性改質



９．まとめ

・リング状構造の採用により、従来1.3mmを0.6mmに薄型化
・レーザー非磁性改質技術により、工程簡素化とコストダウンを実現
・２０２４年９月からインドネシアで販売開始した
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